
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
20
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！
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問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
シ
ス
テ
ム
不
具
合
に
よ
る

個
人
情
報
漏
え
い
な
ど
不
安

の
中
、
令
和
６
年
秋
に
は
健

康
保
険
証
が
紐
づ
け
ら
れ

る
。
す
で
に
作
成
し
た
カ
ー

ド
を
返
納
で
き
る
の
か
。

カ
ー
ド
を
未
作
成
や
返
納
し

た
場
合
、
紙
の
健
康
保
険
証

を
所
持
で
き
る
の
か
。

答　

個
人
番
号
カ
ー
ド
返
納

届
電
子
証
明
書
失
効
申
請
書

を
提
出
で
返
納
で
き
る
。
本

人
申
請
に
よ
り
、
市
が
資
格

確
認
証
を
発
行
し
、
健
康
保

険
証
で
対
応
で
き
る
。

補
聴
器
の
購
入
助
成
を

問　

高
齢
者
は
加
齢
性
難
聴

に
よ
り
社
会
参
加
し
づ
ら
く

な
り
、
孤
独
、
孤
立
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
令
和
４
年
３
月
定

例
会
で
特
定
健
診
の
項
目
追

加
や
補
聴
器
の
購
入
補
助
に

つ
い
て
質
問
し
た
が
、
ど
の

よ
う
に
議
論
さ
れ
た
の
か
。

答　

加
齢
性
難
聴
の
検
査

は
、
専
用
機
器
を
使
用
す
る

た
め
、
一
般
の
医
療
機
関
で

は
、
検
査
は
困
難
と
判
断
し

た
。
補
聴
器
購
入
補
助
は
、

類
似
団
体
や
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
、
調
査
・
研
究
し

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

・
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

　

の
あ
り
方
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
霧
島
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
は
ど

う
か
。

答　

地
域
福
祉
活
動
の
拠
点

と
な
っ
て
い
る
霧
島
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
お

り
、
支
所
に
よ
っ
て
は
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
実
績
が

あ
る
法
人
の
協
力
で
運
営
し

て
い
る
。
人
材
確
保
や
効
率

的
な
運
営
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
今
後
も
現
状
の
体
制

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

ロ
ケ
地
の
誘
致
を

問　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
設
置
し
、
映
画
や
ド
ラ

マ
等
の
ロ
ケ
撮
影
誘
致
に
積

極
的
に
取
り
組
め
な
い
か
。

答　

本
市
を
舞
台
と
す
る
テ

レ
ビ
番
組
や
映
画
な
ど
の
撮

影
に
つ
い
て
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
て
新
た
な
観
光
素
材
の
情

報
発
信
に
努
め
る
。
市
観
光

協
会
や
県
が
設
置
す
る
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

た
け 

し
た

と
も 

ゆ
き

問
　
市
営
墓
地
の
管
理
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

身
寄
り
の
な
い
遺
骨
は
ど
う

管
理
し
て
い
る
か
。
身
元
が

判
明
し
て
い
て
引
取
り
が
な

い
件
数
は
何
件
か
。

答　

国
分
・
溝
辺
地
区
に
合

計
３
カ
所
あ
る
。
区
画
内
の

管
理
は
利
用
者
が
、
区
画
外

は
市
が
管
理
し
て
い
る
。
遺

族
等
が
い
な
い
場
合
な
ど
、

本
市
が
管
理
す
る
合
葬
墓
等

に
納
骨
す
る
。
身
元
が
判
明

し
て
い
て
引
取
り
が
な
い
件

数
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
３

年
間
で
21
件
で
あ
る
。

10
万
本
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
そ
の
後
の
管
理
は

問　

10
万
本
植
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
進
捗
状
況
を
示
せ
。

ま
た
、
木
の
枝
等
が
の
び
て

通
行
等
に
支
障
が
出
た
と
き

の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

答　

10
万
本
植
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
や
民
間
企

業
等
に
お
い
て
牧
園
高
千
穂

地
区
に
８
，
０
０
０
本
、
国

分
上
野
原
に
４
７
，
９
９
２

本
、
そ
の
他
企
業
等
敷
地
に

７
，
３
２
８
本
植
林
し
、
開

始
か
ら
10
年
で
終
了
し
た
。

外
周
部
の
草
刈
り
や
除
草
な

ど
３
年
間
程
度
は
行
っ
た
。

現
在
は
必
要
に
応
じ
て
職
員

が
剪
定
等
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
本
市
の
安
心
安
全
対
策
に

つ
い
て詳

し
く
は
こ
ち
ら
で

し
も
ふ
か
さ
こ

こ
う  

じ

問
　
霧
島
市
学
校
給
食
運

営
審
議
会
に
よ
る
答
申
内
容

と
今
後
の
方
針
は
ど
う
か
。

答　

平
成
29
年
度
の
答
申
で

は
、
横
川
給
食
セ
ン
タ
ー
を

溝
辺
給
食
セ
ン
タ
ー
に
統
合

し
、
牧
園
給
食
セ
ン
タ
ー
を

霧
島
給
食
セ
ン
タ
ー
に
統
合

す
る
。
ま
た
、
自
校
式
調
理

場
の
国
分
小
・
国
分
中
・
国

分
北
小
学
校
の
調
理
場
を
青

葉
小
学
校
の
調
理
場
に
整
理

し
、
新
た
な
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
検
討
す
る
。

併
せ
て
、
各
セ
ン
タ
ー
の
調

理
可
能
食
数
を
考
慮
し
配
食

対
象
校
を
柔
軟
に
見
直
す
。

そ
の
後
、姶
良
保
健
所
か
ら
、

半
ド
ラ
イ
方
式
で
あ
る
調
理

場
は
継
続
し
て
使
用
で
き
る

と
の
見
解
も
あ
り
、
社
会
経

済
情
勢
、
財
政
状
況
な
ど
を

ふ
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

増
加
す
る
危
険
空
き
家
対
策

は問　

老
朽
危
険
空
家
等
解
体

撤
去
工
事
補
助
金
は
、
何
件

で
、い
つ
上
限
に
達
し
た
か
。

答　

17
件
の
申
請
が
あ
り
、

当
日
中
に
上
限
に
達
し
た
。

問　

令
和
５
年
度
内
の
補
正

予
算
や
令
和
６
年
度
の
増
額

検
討
は
で
き
な
い
か
。

答　

国
の
社
会
資
本
整
備
基

金
を
活
用
し
て
い
る
た
め
、

国
や
県
と
の
調
整
が
必
要
で

あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

の   

む
ら

か
ず 

ひ
と

問
　
本
市
で
活
動
す
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
今
後
は
ど

う
か
。

答　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
都
市
地
域
か
ら
過
疎
地

域
等
に
移
住
し
て
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
や
地
場
産
業
の
開

発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域

お
こ
し
支
援
や
、
住
民
支
援

な
ど
の
地
域
協
力
活
動
を
行

い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ
の

定
住
・
定
着
を
図
る
制
度
で

あ
る
。
現
在
、
本
市
は
３
名

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
配

置
し
て
お
り
、
今
後
は
、
任

期
終
了
後
の
隊
員
の
就
業
・

起
業
等
に
よ
る
定
住
及
び
地

域
支
援
の
方
策
に
つ
い
て
、

受
入
地
域
等
と
共
に
検
討
し

て
い
く
。

問　

同
制
度
を
積
極
的
に
活

用
で
き
な
い
か
。

答　

国
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
用
を
検
討
す
る
地

域
等
に
対
し
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
知
見
、
ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
有
す
る
専
門
家
を
派
遣

す
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」

を
創
設
し
た
。
同
事
業
を
活

用
し
、
必
要
性
や
隊
員
の
適

正
、
受
入
れ
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た

上
で
配
置
を
検
討
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
人
的
資
本
を
い
か
し
た
行

政
経
営
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

い
ま
よ
し

な
お

き

問
　
酪
農
事
業
者
に
対
す
る

霧
島
市
の
支
援
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答　

令
和
５
年
６
月
か
ら

「
霧
島
市
価
格
高
騰
重
点
支

援
事
業
継
続
支
援
給
付
金
」

の
受
付
を
始
め
て
お
り
、
酪

農
事
業
者
も
対
象
に
な
っ
て

い
る
。
国
県
補
助
事
業
や
市

単
独
補
助
事
業
に
よ
る
施
設

整
備
や
機
械
導
入
を
更
に
進

め
、
飼
料
自
給
率
の
向
上
を

図
り
、
輸
入
に
依
存
し
な
い

経
営
へ
の
転
換
を
促
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産

品
の
利
用
拡
大
を

問　

学
校
給
食
で
地
場
野
菜

の
利
用
を
増
や
す
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
な
に
か
。

答　

給
食
セ
ン
タ
ー
等
に

よ
っ
て
は
地
元
の
農
家
と
協

議
会
等
を
設
置
し
て
、
地
場

産
品
の
積
極
的
な
購
入
を
進

め
て
い
る
。
学
校
給
食
の
公

会
計
化
も
地
産
地
消
の
促
進

に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
も
有
機
野
菜
を
含
む
地

場
産
食
材
の
利
用
率
向
上

や
、
給
食
の
提
供
に
携
わ
る

人
と
生
産
者
が
互
い
に
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
を
推
進

し
、
供
給
量
の
確
保
を
図
っ

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
電
子

帳
簿
保
存
法
の
導
入
に
お
け

る
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

前
川
原
　
正
人 

議
員

ま
え
か
わ
は
ら

ま
さ  

と

竹
下
　
智
行 

議
員

下
深
迫
　
孝
二 

議
員

野
村
　
和
人 

議
員

今
吉
　
直
樹 

議
員

久
木
田
　
大
和 

議
員

く

き

た

た
い  

わ

※
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

　

映
画
な
ど
の
撮
影
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
た
め
の
支
援
を
行
う
公
的
団
体

の
こ
と
。

※

１

ロケ撮影の様子


